
 

 

 

令和７年度後期 学校評価の検証とアンケート結果に関する回答 

 

 

① 生徒のアンケートより 

 【学習に関する内容について】 
 

 「授業は楽しく、わかりやすい」（9教科平均）        「授業に主体的に取り組んでいる」 

      
 

 「授業の中で、自分の思いや考えを伝えている」       「人の話をしっかりと 聴いている」 

        
 

 「道徳の授業を通して、気づきや学びがあった」       「ICT機器は学習に役立っている」 

        
 学習に関する内容について、全体的に前期のアンケートの時より数値が向上しました。特に「授業に主体的

に取り組んでいる」の項目では高い数値でした。一人ひとりが主体的に学び合うことは、学びの充実につなが

ります。今後も大切にしていきたいと思います。また「授業の中で、自分の思いや考えを伝えている」では、

１年生で前期より７％ほど向上しました。中学校入学以来、新しくできた人間関係が深まりを見せてきた結果

と考えられます。今後も良い人間関係を育む中で、学習の充実を図っていきたいと思います。 
 

 

 【生活に関する内容について】 

 「学校生活は楽しい」                            「進んであいさつができている」 

          
 

 「学校生活の中で、みんなで何かをするのは楽しい」     「人には思いやりをもって接している」 

          
 

 「困ったことや悩みがあった時、相談できる仲間がいる」   「鷹岡中学校には、信頼できる先生がいる 

          
「学校生活は楽しい」の項目では、前期を３％ほど下回りましたが、「学校生活の中で、みんなで何かをす

るのは楽しい」の項目では１％ほど上回りました。今年度の生徒会活動では、例年以上にたてわり活動を充実

してきました。学校生活の目的の１つに、同級生や先輩・後輩、あるいは先生など、たくさんの人と関わり合

う中で、望ましい社会性を育むことがあると考えています。今後も、みんながより良く関わり合う中で、人と

しての成長が望める環境づくりを大切にしてまいります。 
 

 

 



 

【自分自身に関する内容について】 
 

 「将来に対する、夢や希望を持っている」            「学校や学級で、自分の役割を果たしている」 

      
「将来に対する、夢や希望を持っている」の項目の向上には、教職員一同、課題意識をもってより良い働き

かけを考えているところです。中学校卒業後の進路や、もっと先の将来の生き方について共に考えたり、大き

な目標を達成するためのスモールステップとして、テストでの目標達成に向けての取り組みを支援したりする

中で、目標に向けて最善を尽くそうとする姿勢を育みたいと考えています。 

 

② 保護者のアンケートより 

 「お子様は、自分の思いや考えを伝えることができる」  「お子様は、人の話をしっかり聴くことができる」 

      
 

 「お子様は、授業の内容が理解できている」         「お子様は、進んであいさつができる」 

        
 

 「お子様は、学校生活が楽しいと感じている」        「鷹岡中学校は、安心して子どもを任せられる学校である」 

        
「授業の内容が理解できている」の項目で、前期を４％ほど下回る結果となりました。次の「家庭学習」に

ついての項目とも重なりますが、生徒が授業の内容をきちんと理解できるよう、取り組んでいきます。 
 

 

③ 生徒・保護者のアンケートを比較して 

「家では、自分で計画を立てて学習をしている（お子様は、家庭学習をしている）」 

       【生徒の回答】               【保護者の回答】 

        
 

「エンジョイストップメディアキャンペーンは、メディアの使い方を考える良い機会となった」 

       【生徒の回答】               【保護者の回答】 

     
 学習内容の定着には、学校での授業と家庭学習がともに充実することが大切であると考えます。学校での授

業改善を今後も進めるとともに、家庭学習についても、生徒に課す宿題の内容を再考したり、宿題の見届けの

しかたなどを学校全体で研修したりし、生徒に働きかけていきたいと思います。 
 

 

④ 学校へのご要望やご意見について 

前期に引き続き、保護者の皆様から、さまざまなご意見をいただきました。 

服装のことにつきまして、現在、生徒会を中心によりよい制服の着方について考えています。制服の意義や

役割について考えながら、TPO に合った服装を生徒自身が判断できるように支援していければと考えており

ます。 


